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別手編 2 

払田柵跡関係文献自録

凡例

1 本文献目録は、払回柵跡、と秋田県南部の古代遺跡、を中心に、古代出羽国とかかわりをもっと

考えられる文献を収録したものである。

2 文献の配列JI民序は年度@発行月日の順序としたが、発行月日の不明な文献はその年の最後に

記載した。

3 文献は編著者名@書名@巻号数@発行所@発行月日のJI質に並記した。

4 新聞記事については、執筆者の明記された主要な記事のみに限った。

5 編著者名@書名 e 発行所の一部については、次のような省略を行なった。

記載略称 正 式 名 称、

秋田城(事) 秋田市教育委員会秋田城跡発掘調査事務所

秋文調報 秋田県文化財調査報告書

多賀城(研) 宮城県多賀城跡調査研究所

同保存協会 史蹟名勝天然記念物保存協会

奈文研埋文センター 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

N.S.社 ニュー・サイエンス社

払田tlllr(事) 秋田県教育委員会払田柵跡調査事務所
比一一

6 本自録の作成にあたっては、下記の文献目録を参考にした。

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センタ- 1979 I古代地方官街遺跡関係文献自録

I総論・東司本篇Jr埋蔵文化財ニュースj18 (昭和54年 2月初日)

大友俊和・庄内昭男・富樫泰時 1979 r秋田県考古学関係文献目録j (昭和54年

8月1臼)

秋田市教育委員会秋田城跡発掘調査事務所 1981 I秋田城関係文献目録Jr昭和55年

度秋田城跡発掘調査概報j (昭和56年 3月)

7 本目録の作成にあたっては、原典に当たるよう努めたが、実見できなかった文献もあり、逸

脱しているものも多いと予想される。これらは後日増補して完全を期したいので、御教示をお

願いする次第である。



払田柵跡関係文献目録

1901年 明治34年

上法茂雄 「雄勝城考Jr歴史地理j 3 -10 日本歴史地理学会 10 

1907年 明治40年

吉田東伍 「出羽国府遷廃考Jr歴史地理j10-3 日本摩史地理学会 9 .10 

1915年 大正4年

菊池仁齢 『奈良平安時代の奥羽経営j 奉公会 6. 

1916年 大正 5年

喜田貞吉 「蝦夷の馴服と奥羽の拓殖Jr奥羽沿革史論』 仁友社

1923年 大正12年

吉田東伍 「出羽国府変廃考Jr日本歴史地理之研究』 富山房 8 

深沢多市 「雄勝城牡考Jr歴史地理j41-6 日本歴史地理学会 5 

阿部正巳 『出羽国分寺遺土止調査.附出羽田府位置J f圏 人 12.

1925年 大正14年

武藤一郎 「羽後仙北郡六郷東根村古墳と蕨手万j

『考古学雑誌j15-12 日本考古学会 12 

1928年 昭和 3年

大類 伸 「東北地方の城柵Jr考古学講座j 9 雄山間 12.

池内儀八 f東北に砂ける古城瓦・柵の研究(上) (中) (下)J 

『東北文化研究j 1-4~6 史談出版社

1929年 昭和4年

池内儀八 「東北における上古の遺蹟Jr東北文化研究j 2-1 史談出版社 4. 

池内儀八 「東北に診ける古城柵研究(中)Jr東北文化研究j 2 1 史談出版社 4 

後藤寅之助 「我等が周囲の地名とアイヌ語Jr秋田考古会々誌j 2 -2 秋田考古会 5 .20 

1930年 昭和 5年
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後藤宙外

柴田熊蔵

藤原悲想

藤原相之助

後藤宙外

上回三平

柴田熊蔵

藤井東一

士
口自

(田査問

藤原悲想

後藤宙外

増村卯助

後藤宙外

室谷精四郎

柴田熊蔵

伊藤政治

藤井東一

藤井東一

1931年 昭和 6年
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後藤宙外

後藤宙外

後藤宙外

栗田茂治

平

平
一一一一一一

田

田

上

上

上田三平

浅田芳郎

後藤宙外

上田三平

上田

上回三平

正己

上回

星川清民

f平安朝初期の古柵跡と決定する迄 1~ 5 J 

I秋田魁新報j

f払田古柵を地理上より観てJr秋田魁新報j

「払田の柵牡はキノへの跡かJr羽後新報j

I tl府戸についてJr仙北新報J

「払田柵±止は河辺府の遺蹟 1~17J r秋田魁新報j

f払田柵祉に関して 1• 2 J r秋田魁新報j

「後藤氏の河辺国府;I:_l[考証を読みて(上) (中) (下)J 

f秋田魁新報J

「払巴柵土l上について 1• 2J r1山北新報j

f払回柵1止に就いて 2. 3の考察J

f秋田考古会々誌j 2 -4 

唯一の遺跡Jr秋田考古会々誌j 2 -4 

「払田柵牡は河辺府の遺蹟Jr秋田考古会々誌j 2 -4 

「払出古tlllr用材の伐採及運撮に就てJ

f秋田考古会々誌j 2 -4 

「平安朝初期の古柵跡と決定する迄J

f秋田考古会々誌j 2 4 

「払田柵の古さJr秋田考古会々誌j 2 4 

「払田古柵を地理上より観てJr秋田考古会々誌j 2 4 

「払田古柵につき一考察Jr秋田考古会々誌j 2 4 

「払田村IIfJr秋田考古会々誌j 2 -4 

「払田の柵は何かJr仙北新報』

「払田柵牡出土石帯の無文巡方Jr秋南新報j

「国府南遷の一隅翻(上) (中) (下)Jr羽後新報j

「新年間話Jr秋田商工新聞j

「払田柵国府説に対する私の考(上) (下)J

何火田魁新報j

「払田と本楯の柿H止(上) (中) (下)_Jr秋田魁新報j

「出羽1'lIlr;l:l上考-特に新発見の村111祉に就て-J
『史蹟名勝天然記念物j 6 -6 

「払田柵牡(口絵解説)Jr史蹟名勝天然記念物j 6 3 

f払田村Ifr牡の研究Jr考古学j 2 -3 

「払田・本楯両古1'Hlr;l:_l[出現雑感 1~ 7 J r秋田魁新報j

「払田柵F止及 11'lffrJに関する考察Jr史学雑誌j42-7 

「出羽柵陛考Jr山形教育j494 

f指定史蹟払田制Hr;l:l上j

f域輪の出羽柵;1:1上発見についてJr山形郷土研究j 7 

「出羽村Ir~止考追記J r山形教育j495 

「井口国府考附出羽相Ir'留主氏払田村Url:J

f山形郷土研究j 9 

秋田魁新報社 4 .18~22 

秋田魁新報社 5.3 

羽後新報社 9.6 

仙北新報社 10.5 

秋田魁新報社 10.24 

秋田魁新報社 11. 2 • 3 

秋田魁新報社 12. 1 ~ 3 

仙北新報社 12. 1 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

秋田考古会 12.30 

仙北新報社

秋南新報社 1 . 1 

羽後新報社 1 . 1 ~ 6 

秋田商工新聞社 1 .11 

秋田魁新報社 3 . 1・2

秋田魁新報社 6.27.28・30

同保存協会 6. 

同保存協会 6. 

東京考古学会 6. 

秋田魁新報社 7 .20~26 

史学会 7.

7. 

高梨村史蹟保存会 8 .20 

山形郷土研究会 8 

8. 

山形郷土研究会 11. 



払田柵跡関係文献自録

阿部正巳 「域輪の出羽柵牡Jr秋田考古会々誌j 2 -5 秋田考古会 12.20 

後 藤 宙 外 「柵|社管見Jr秋田考古会々誌j 2 -5 秋田考古会 12.20 

安斎二郎 「厨川村Ir並に払田m杜Jr歴史と地理j28-6 12 

喜田貞吉 「山形県本楯発見のtlU止に就いて 出羽flHrt止か国分寺牡か-J

『歴史地理j58-1 日本歴史地理学会

深沢多市 「金沢柵祉につきて」発表要旨

後藤寅之助 「払田村Ifrf_tl::につきてJ

1932年 昭和 7年

後藤宙外 日ヒ羅保許山の位置 (1)(2) r秋南新報j 秋南新報社 1.'1 

喜 田 貞 吉 「払田本橋の柵J:lI::と華夷勢力の消長」

f歴史地理j59-1 日本歴史地理学会 1. 

上田三平 『指定史蹟域輪柵土l上j 城輪柵祉保存会 7. 

輯}II 倍蔵 「山北地方の文化と鏡(前編)J 

f秋田考古学会々誌j 2 -6 秋田考古会 8. 

阿部正巳 「城輪の出羽柵牡及び国分寺牡調査J

『郷土研究叢書j 2 山形県郷土研究会 9 

後藤 宙 外 「払田村HrJ:1上は何かJr文襲春秋j特別号 文審春秋 10. 1 

上 田 三 平 「払田柵牡は何かを読むJr文善春秋j11 文欝春秋 11 

後藤宙外 「払田柵牡出土の木簡の墨書(上) (下)Jr仙北新報j 仙北新報社 12.15・19

深 沢 多 市 「金沢柵土止と金沢八幡神社Jr秋田県史蹟調査報告j 1 秋田県 12.

1933年 昭和 8年

後藤 宙 外 「駅家跡と爆燥の遺蹟Jr仙北新報J 仙北新報社 1 . 1 

後藤宙外 「払田柵土!上雑考Jr秋田旭新聞J 秋田旭新聞社 1 . 1 

後藤宙外 「払田柵土l上三重相Ir問題Jr秋田魁新報』 秋田魁新報社 1 . 1 

栗田 茂 治 「平安期に妙ける上三郡の形成Jr秋田史壇j 1深沢多市編 4 .18 

喜田貞吉 f仙北藤木四ト二館Jr秋田史壇j 1深沢多市編 4 .18 

後 藤 富 外 「古代に遊ぶ(上) (下)J r東京朝日新聞』 東京朝司新聞社 4 .22 

1934年 昭和 9年

阿部正 巳 「蝦夷征討と柵の起源Jr歴史地理j63-1・3・6 日本歴史地理学会 1"-'6 

後藤宙外 「払田柵J:1上は河辺府の遺跡Jr秋田郷土叢話J 秋田図書館協会 3.5 

武藤一郎 「河辺府に就いての考察Jr秋田郷土叢話j 秋田図書館協会 3.5 

上田三平 f指定史跡・払田tmr祉Jr秋田郷土叢話j 秋田図書館協会 3.5 

後藤 宙 外 「払田相Ir土l上について…御前講演-J r仙北新報J 仙北新報社 5 .27 

後 藤 浩 外 「払田村H阻止出土 l'隣悔」の墨書ある土器一礼f弗'1戴悔会の遺品か-J

r 1出j同庁報j 仙北新報社 9.9 

丸 山 二 郎 「蝦夷隼人のiI展撫J岩波講座『臼本歴史j 岩波書店

287 
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1935年 昭和10年

後藤 出羽蝦秋の騒乱 国府の遷移と

『秋田魁新報J 秋田魁新報社 9 .22 

1936年 昭和11年

後藤 「払田tlHIに住める人々一奥羽の (上) (中) (下)J 

『秋田魁新報J 秋田魁新報社 1 .6・7・8

古川重春 『日 巧入社書庖 10.15 

ほか r 本城事[3史j

1938年 昭和13年

上田三平 「払回十11I1~1上・城輸相lì~止」 3 文部省 7 .31 

1939年 昭和14年

秋田県師範 同色合郷土研究 秋田県j 三光堂書J吉 4.15 

学校

秋田県女子

師範学校

1940年 昭和15年

後藤寅之助 「払旧作lir止検討の梗概Jr高梨村郷土沿革紀j 高梨村 9 .15 

上回三平 f日本史蹟の研究j 東京第一公論社 10.15 

1942年 昭和17年

和島芳男 中心として

53-1 史学会 1 . 1 

1943年 昭和18年

井上通泰 「出羽田[r上代歴史地理新考j 6 .30 

1949年 昭和24年

武藤鉄城 「秋田県1111北郡九十九沢窯跡Jr日本考古学年報j 2 日

1950年 昭和25年

288 



上回三平

1951年 昭和26年

源

板橋 源

竹内理三

1952年 昭和27年

孝品一一説

1953年 昭和28年

門脇

板橋 源

1955年 昭和30年

氏家和典

1956年 昭和31年

τ主T亡と
フ己口

1957年 昭和32年

回

印

仲

間

同香

島

法

曲

賞

上

富雄

村尾次郎

1958年 昭和33年

石母田正

奈良修介

を訪ねて三十鈴年-.]

2 

ついて一Jr史淵j40 

「出羽国司の性格秋田城介の場合-J

96 

「蝦夷の抵抗とその背景Jr文化j 9 - 5 

「出羽田の歴史Jr地理と世界の歴史i日本編(下)

ついて」

8 

「蝦夷征伐の段階についてJr日本歴史j114 

「奥羽の動乱と停軍一宝亀・延腎・弘仁戦を中心としてj

f富士論叢JJ 2 

「辺境の長者(1 )秋田県横手盆地の歴史地理的一考察J

I歴史評論j92 

9 

払田柵跡関係文献日誌

個人 4.3

岩手史学会 5 

岩手大学

九州大学 12 

1 3 

5 

岩手史学会

東北大学文学会 9 

5 .10 

雄 j軍社

9 

9 

12 

1

ょ
っ
d
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5jlj編 2

石母田正

石母田正

新野直吉

滝川政次郎

信睦

1959年 昭和34年

三

副

足

護

士

口

吉

吉

彦

玄

清

保

直

直

直

安

財

会

一

勝

官

(

井

化

員

野

野

野

田

伊

志

坪

文

委

新

新

新

山

1960年 昭和35年

「辺境の長者(2 )秋田県横手盆地の歴史地理的一考察j

歴史科学協議会 4. 95 

「辺境の長者(3 ) 

96 

「奥羽北部米作起源研究の近業J

f日本上吉史研究.] 2-6 

「短冊考一払回柵牡出土の木札について-J

歴史科学協議会 5. 

日本上古史研究会 6. 

古代学協会 10 

「東北地方における緑粕陶片の新例」

44-2 

「蝦夷の階級社会小考Jr秋田考古学.]11 

匠本考古学会

秋田考古学協会

「古代東北の開拓Jr歴史.]18 

「式内社副川神社考Jr秋大史学.] 9 

f払田柵牡Jr図解考古学辞典i

『秋田城跡第 1次発掘調査中間報告J

東北史学会 3 

秋田大学史学会 3. 

創元新社 6 .20 

文化財保護委員会 8. 

『多賀城と秋田城j 東北出版 9. 

「書紀蝦夷観成立の根拠Jr日本上古史研究.] 3-6 日本上古史研究会

「律令格式上の奥羽Jr岩手史学研究.]30 岩手史学会

「東北日本における律令国家の漸移地帯一地域構造の推移に関する歴史地

理学的研究試論-J r立命館大学.]169 立命館大学人文学会

大和久震平ほか 『秋田県史j考古編

栗田 茂治 「城柵文化時代Jr大曲郷土資料.] 1 

板橋 源 「秋田城の位置に関する諸説Jr岩手史学.]33 

大橋 良一 「古代秋田の地理的環境Jr秋田考古学.]15 

伊藤郷人

文化財保護

委員会

板橋 源

山田安彦

奈良修介

新野直吉

新野直吉

虎尾俊哉

1961年 昭和36年

290 

「払田十Illt紀行Jr秋田考古学.]15 

n火巴城跡第 2次調査概報j

秋田県 3.

大曲市教育委員会 3. 

岩手史学会 4. 

秋田考古学協会 7. 

秋田考古学協会 7 

文化財保護委員会 8 

f秋田城創建年代考Jr岩手大学学芸学部研究年報.] 7 岩手大学 10. 

「東北における歴史的フロンティアJr日本地誌ゼミナー/レ.] 2 大明堂 10 

16 秋田考古学協会 11. 

関する 2・3の管見Jr岩手史学研究.]34 岩手史学会

「東北地方における国造の問題Jr古代文化.] 4 3・4 古代学協会

「秋田市北郊の条理制遺構」

f日本上古史研究.] 4-3 日本上古史研究会



佐々木義一郎 『雄勝城沿革史考j

村尾 次郎 「奥羽の動吉しと倖軍Jr律令財政史の研究J

今村義孝ほか 『秋田県史 資料古代@中世編j

伊東 信 雄 「東北の古代城柿IUr日本城郭全集.] 1 

足

興

吉

護

清

隆

直

保

対

会

井

崎

野

化

員

坪

柿

新

文

委

丸山武重

加藤 孝

板橋 源

新 野 亘 吉

1962年 昭和37年

斎藤 忠

宮崎 進

今村義孝ほか

板橋 漉

佐々木博康

榊田凌次郎

高橋富雄

文化財保護

委員会

源

忠

士

口直

橋

藤

野

板

斎

新

新野直吉

新野直吉

1963年 昭和38年

服部 昌 之

藤間謙二郎

ほか

大和久震平

新野直吉

「城柵の設置Jr世界考古学大系.] 4 

「雄勝村と雄勝城の遺肢についてJr出羽路.]13 

「蝦夷の神紙信仰Jr神道学.]30 

『秋田城跡第 3次調査概報J

「国府@郡家の建物一律令制における-J

『国学院雑誌、』

「城輪柵牡再考Jr古代文化.] 7-3 

「古代城柵の立地条件Jr古代文化.] 7-4 

「東北氏姓国造の系譜」 22 

払田柵跡関係文献目録

古川弘文館 3 .15 

秋田県 3.31 

東京堂出版 5 

平凡社 7.31 

秋田文化財保護協会 7. 

神道学会 8.1 

文化財保護委員会 8. 

国学院大学 9. 

古代学協会 10. 

古代学協会 12. 

東北史学会

「古代城村1&跡及び住居跡Jr建築雑誌.]77-907 日本建築学会 1 . 

「秋田の十三塚論考Jr出羽路.]15 秋田県文化財保護協会 2 . 

『秋田県史.] 1古代・中世編 秋田県 3.31 

「城柵跡研究の現状一東北地方-J r歴史教育.]10-3 日本書院 3 

「戦後における古代東北城柵の研究Jr岩手史学研究.]40 岩手史学会 6. 

「四十二館と払田柵Jr出羽路.]16 秋田県文化財保護協会 6 

「古代国家と辺境Jr岩波講座日本歴史古代.] 3 岩波書府 8 .28 

『秋田城跡、第 4次調査概報J

「出羽国雄勝城考Jr出羽路.]17 

「払田柵牡Jr日本考古学辞典j

文化財保護委員会 8 

秋田県文化財保護協会

東京堂出版 12.15 

「天平宝字三年紀九月二十六日条私解 辺境の建郡と震駅とによせて」

f続日本紀研究.] 9 -12 

「秋田の式内社Jr秋大史学.]12 

「古代北羽の仏教弘通Jr日本仏教.]14 

続出本紀研究会 12.31 

秋田大学史学会

日本仏教研究会

「東北地方における郡の成立Jr史林.]46… 2 史学研究会 3. 

f古代東北の地域中心に関する若干の歴史地理学的調査と問題点j

f人文地理.]15-3 

「平鹿郡雄物川町末館窯牡発掘調査報告J

f雄物川町郷土史資料.] 3 

「上代「由利駅」に関する管見の序説J

12 

人文地理学会 6 

雄物川町文化財委員会 7 

本荘市文化財保護協会 8 

29工



日Jj ~~lll 2 

奈良修介

新野直吉

士
口直

柿崎隆興

新野直吉

足利健亮

1964年 昭和39年

大和久震平

中

大塚徳郎

秋田県教育

新野直吉

伊藤郷人

新野直吉

山田安彦

1965年 昭和40年

f出羽路j20 

「令制水駅の実地研究Jr日 184 

秋田県文化財保護協会 8. 

古川弘文館 9.1 

古川弘文館 10.30 

十四日

12.10 

個人 12.

36 

歴史地理学会5 

f日本考古学年報j12 

「秋田県秋田市秋田城跡(第 1次調査)J 

『日本考古学年報j12 

「平泉を中心とする古代東北の交通路j

f日本文化研究所研究報告」別巻 2

「足田遺跡発掘調査概報Jr秋文調報j3 

口一日 3 

日本考古学協会 3. 

東北大学 3. 

秋田県教育委員会 3. 

「古代東北の地域中心研究の近業によせてJ r史林j47-3 史学研究会 5 

に於ける城郭構造変遷の研究」

秋田考古学協会 7 .30 

東北史学会

24 

「水駅ならざる水駅Jr歴史j28 

日本の社会倫理と地域体系の成立」

f岩手史学研究j44 岩手史学会

か 『城輪、柵跡予備調査概報j

奈良修介ほか 「羽白

姉崎岩蔵

新野直吉

石橋勝三

新野直吉

1966年 昭和例年

柿崎隆興

秋田県教育

委員会

292 

沼田市教育委員会 3 .31 

秋田考古学協会 5 .30 

文化財保護協会 11.10 

秋田県文化財保護協会 11 

岩手史学会 11 

角館町 12.1 

25 

15 

f出羽路j28 

「城村Ilr等jに就いてJ

2巻({'字囚・戸沢・

「摂関時代北辺史に関する 2・3

47 

秋田県文化財保護協会 2 

秋田県教青委員会 3 

29 

10 



奈良修介ほか

田沢湖町教委

ムロ口
回
(

委

「足田遺跡発掘調査概報Jr秋文調報j10 

今村義孝ほか 『羽白

「金沢柵跡発掘調査概報Jr秋文調報j12 

3ラejミ王ミ iヱ〉ヱ、

奈 良 修 介

佐藤宗諒

伊東 信 雄

新野草吉

新野直吉

新野直吉

佐}II 良視

1968年 昭和43年

新野直吉

高橋

新野直吉

門間光夫

秋田県教育

ラ3民之ご主自毛1乙7'、z 

直吉

新野草吉

富 樫 泰 時

佐々木槽康

「秋田県雄勝郡足因遺跡@城神廻り遺跡」

rs本考古学年報j19 

「蝦夷の反乱と律令国家の崩壊Jr史林j50-3 

「古代の城塞 r日本の考吉学jVII歴史時代下

上

「秋田城Jr東北の歴史J上

「大野東人の征夷軍事行動j

在、田柵跡関係文献目録

古川弘文館 2 

教育委員会 3 

秋田県教育委員会 3 

3 

秋田県教育委員会 3 

日本考古学協会 3. 

史学研究会 5 . 

河出書薦 8 

吉川弘文館 9 

古川弘文館 9. 

9 

29 横手市教育委員会

げす夷問題をめぐる九世紀前中期の東北情勢」

f日本歴史.1237 

「東北古代史の性格一東北古代史の中から一」

『秋大史学j15 

f元慶の吉LJr秋大史学j15 

f秋文調報j15 

r~じ奥古代文化j 1 

「古代奥羽地名に関する若干の考察Jr古代文化.120-4 

「藤井南公著払旧柵主l研究日誌は)J 

27 

「古代東北城柵の門における平面計画についての仮設j

f日本悟史考古学論叢 2

吉川弘文館 2 

秋田大学史学会 3 .30 

秋田大学史学会 3 .30 

3 

3. 

北奥古代文化研究会 4 .30 

4 

「
J 

雄 山間 7

293 



別編 2 

城輪判官跡発 f城輪柵跡 第 8次発掘調査現地説明会資料J 酒田市教育委員会 10. 6 

掘調査団

門間光夫 i:>J:>J白 ついてJr秋大史学j16 秋田大学史学会 12. 

斎藤 忠 「城柿I}跡Jr日 総説 吉川弘文館 12 

新野直吉 と古代東北Jr勢陽論叢j 1 

新野直吉 一月甲成詔の周辺」

『続日本紀研究j138・139 続日本紀研究会

柿崎隆興 『雄勝村@雄勝城関係資料J f閉 人

1969年 昭和44年

加藤 孝 f吉代東北の木村1&牡形態、の考古学研究」

f東北学院大学東北文化研究所紀要j創刊号 東北学院大学 3. 

富雄 「古代辺境村落試論いわゆる「壁村」の実態と問題点」

『文化紀要j10 東北大学 3 

足利 「郡街の境域についてJr歴史研究j11 大阪府立大学 3. 

奈良修介 「秋田県南秋田郡羽白白遺跡Jr日本考古学年報j17 日本考古学協会 3. 

秋田県教育 「足田遺跡発掘調査略報Jr秋文調報j17 秋田県教育委員会 3. 

委員会

奈良修介 「秋田県横手市「金沢柵」伝説地j

f日本考古学年報j17 日本考古学協会 3 

大塚徳郎 「蝦夷征討Jr平安初期政治史研究』 吉川弘文館 3 

新野直吉 「秋田城・雄勝城関係燥遺についてj

r::lヒ奥古代文化j 2 北奥古代文化研究会 4 .30 

新野直吉 『律令古代の東北i 北望社 7 .16 

今村義孝 f秋田県の歴史J 山JII出版社 11. 1 

新野直吉 f古代東北の開拓j 塙書房 11.30

、J

1970年 昭和45年

鳥羽正雄 「古代の城相I}跡Jr新版考古学講~j 6 雄山関 6. 

石橋勝三 「弘仁征夷時の城村1&に思う Jr岩手史学研究j46 岩手史学会 7. 

「郡街跡J 6 雄山間 8 .20 

新野直吉 「出羽村I!}と秋田城Jr古代の日本j 8 角JI 10.20 

虎尾俊哉 f律令制と古代東北Jr古代の日本j 8 角川書庖 10.20 

岡田茂弘 「多賀城と律令官街Jr古代の臼本j 8月報 6 角川書j苫 10.20 

小野正人 「後三年・金沢柵Jr陶説j212 日本陶磁協会 11 

源 「古代の城十III}跡・東日本j 6 雄山閣

板橋 源 「城塞・居館跡・東日本」 6 雄山関

1971年 昭和46年

f払回相I}~止 J {閤 人 2 .12 
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深田新一郎

富樫泰時

秋田県教育

委員会

板橋 源

主主「士まま
向守向

奈良修介

深田新一郎

深田新一郎

新野直吉

小野正人

深田新一郎

城輪柵跡

発掘調査国

高橋富雄

工藤雅樹

坂詰秀一

板橋 源

1972年 昭和47年

郎

夫
一

誠

戸
什
ハ
イ4~芳什，旧

見

深

岩

今村義孝ほか

秋田県教育

委員会

富樫泰時ほか

山田安彦

新野直吉

秋山元秀

域輪柵跡

発掘調査団

域輪柵跡

発掘調査団

高橋

和憲

新野直吉

深田新一郎

f払田柵祉(その 2)j

「払田柵についてJr字母連木j

「金沢柵跡発掘調査概報Jr秋文調報j23 

「秋田県羽後町足田遺跡(第 4次調査)J 

『日本考古学年報j19 

「俸の制度とその実態」

f東北学院大学東北文化研究所紀要j 3 

「秋田県横手市金沢町金沢柵跡Jr臼本考古学年報j19 

f払田柵F止(その 3)j

f払田村IIf~.止(その 4 )j

「元慶の乱の史的意義Jr歴史j41 

『秋田陶芸史稿J

『払田柵F止(その 5)j

f城輸相lf跡、 第 2次発掘調査概要j

「秋田城をめぐる諸問題Jr臼本歴史j281 

「東北古代史像の形成Jr国史談話会雑誌j15 

「地方の宮街遺跡Jrシンポジウム歴史時代の考吉学J

「払田柵Jr日本歴史大辞典j 8 

払田橋跡関係文献目録

個人 3.15 

仙北町史談会 3 .30 

秋田県教育委員会ほか 3. 

日本考古学協会 4. 

東北学説大学 4. 

日本考古学協会 4. 

個人 5.25 

個人 6.27 

東北史学会 6 

秋田考古学協会 9 .11 

個人 10.1 

酒田市教育委員会 10. 9 

吉川弘文館 10. 

東北大学園史研究室 11. 

学生社 9.10 

河出書房新社

f横手盆地における大曲周辺の古代地形i

「南秋田郡若美町海老沢出土の須恵器に関してJ

『秋田考古学j30 

PJ:'J白巨遺跡(調査概報)j

「昭和46年度金沢柵跡発掘調査概報J

『秋文調報j25 秋田県教育委員会ほか 3. 

「足田門田遺跡発掘調査報告書Jr羽後町文調報j 羽後町教育委員会 3. 

「古代東北における律令国家の漸移地帯Jr人文地理j24-4 古今書院 4. 

「払出柵祉の現状と柵に関わる若干の考察(上) (下)J

f古代文化j24-4・24-7

「霞奥の奥部一律令時代における地理的諸問題-J

f史林j55-4 

f域輪柵跡 第 2次発掘調査現地説明会資料j

『城輪柵跡 第 4・5次発掘調査現地説明会資料j

山
一
一
小 「陸奥・出羽の軍制Jr史元j15 

f蝦夷征訟と交通路Jr史元j15 

「古代の由利(1 ) J r鶴舞j25 

「横手盆地における大曲周辺の古代河川J

F出羽路j49 

個人 2.13 

秋田考吉学協会 2 . 

昭和町教育委員会 3 .31 

古代学協会 4~5 

史学研究会 7. 

酒田市教育委員会 8 .26 

酒田市教育委員会 10.14 

史元会 11.1 

史元会 11.1 

本荘市文化財保護協会 11. 

秋田県文化財保護協会 11 
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十

日

同

一

彦

教

安

県

会
田

口

貝

橋

田

秋

委

高

山

1973年 昭和48年

小野正人

秋田城(事)

新野産吉

新野直吉

伊藤鉄太郎

新野直吉

新野直吉

富雄

柿崎隆興

城輪相I}跡発

掘調査団

伊東信雄

工藤雅樹

五城目町教

新野亘吉

工藤雅樹

音問教県

会
田

員

秋

委

山田安彦

横田建一

1974年 昭和49年

小野 忍

斎藤 忠

高橋富雄

新野誼吉

秋田城(事)

庄司 浩

加藤 孝
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f秋文調報j26 6 

「城輸相It跡の性格と年代Jr東北大学教養学部紀要j15 

秋田県教育委員会 12.20 

東北大学

「律令国家の漸移地帯に関する歴史地理学的研究と方法論的反省」

十晴名作吉止学部E耳か牛戸却~ 32 岩手大学

@山形の陶磁j

H大田城跡 昭和47年度秋田城発掘調査概報J

「払回tlll}跡から新出土の木簡Jr秋大史学j20 

「古代の由利(2 ) J r鶴舞~ 26 

『土器と城廓j

「雄勝城とその周辺Jr秋田地方史の研究i

f出羽の国Jr古代の国々j 3 

f払田柵と雄勝城Jr日本歴史j302 

「虫嘗蛭sの斧Jr出羽路j52 

f城輪柵跡 第 7次発掘調査現地説明会資料j

『古代東北発掘j

f東北古代史と城柵@城村I!}の虚像と実像j

f日本史研究j136 

f石崎遺跡発掘調査概報J

「古代の由利(3) J r鶴舞j27 

「東北古代史の再検討ーその学説史的整理一」

43・44

f中藤根遺跡J

「東北における律令国家漸移地帯の地理的基礎」

『地理学評論j46-11 

「蝦夷の人口に関する一考察Jr白鳳天平の世界』

「史跡「城輪十IH}跡」の調査Jr羽陽文化j97 

「東北古代城tlHtの特質Jr臼本考古学@

「古代の俸とその遺跡Jr日本考古学・古代史論集j

か 7 

f秋田城跡 昭和48年度秋田城跡発掘調査概報J

と清原氏Jr立正史学j38 

「東北古代城柵に附設せられた燥櫓跡についてJ

歴史学・地理学j 4 

雄山閣 2. 

秋田市教育委員会 3. 

秋田大学史学会 3. 

本荘市文化財保護協会 5. 

個人 5.

金沢文庫 6 .15 

学生社 7.10 

吉川弘文館 7. 

秋田県文化財保護協会 7 

酒田市教育委員会 8 .11 

学生社 10.15

日本史研究会 10. 

五城目町教育委員会 11. 

本荘市文化財保護協会 11. 

東北史学会 11 

秋田県教育委員会 12.15 

日本地理学会

創元社

山形県文化財保護協会 1 

吉川弘文館 2 .12 

古川弘文館 2 .12 

中央公論社 3 .25 

羽後町教育委員会 3 .31 

秋田市教育委員会 3 

立正大学史学会 3 

東北学院大学 3. 



1975年

土平井 清足

弓 野 正 武

新 野 草 吉

高橋富雄

佐々木和博

高橋健治

城輪柵跡発

掘調査団

水野正好

城輪tllfr跡発

掘調査団

工藤雅樹

伊藤玄三

払田柵(事)

山 田 安 彦

昭和50年

坂詰 秀 一

秋田県教育

ラZ廷てE呂ミミJヱEズN 

域輪柵跡発

掘調査団

小野正人

新 野 直 吉

小松正夫

払田柵(事)

秋田城(事)

秋田県教育

委員会

能代市教育

委員会

工 藤 雅 樹

「地方官街と城柵Jr古代史発掘j 9 

「元慶の乱をめぐる 2・3の問題J

r::lt奥古代文化j 6 

「古代の由利(4 ) J 

f鶴舞j30 

『古代蝦夷ーその社会構造…j

払田柵跡関係文献自録

講談社 4.8

北奥古代文化研究会 5 .30 

本荘市文化財保護協会 6. 

学生社 7.5

f東北古代城柵の諸問題Jr遮光器j 8 みちのく考古学研究会 7 

「藤木暴書土器の出土状況報告書 1~ 8 J r秋田民報J 秋田民報社 7.27~8.20 

f城輪柵跡 第 9・10次発掘調査現地説明会資料j 沼田市教育委員会

「祭礼と儀礼Jr古代史発掘j10都とむらの暮し

『城輪キIlIr跡 第11・12次発掘調査現地説明会資料j

8 .10 

講談社 9.16 

酒田市教育委員会 10.26 

「東北 e 北海道古代史の課題一喜田貞吉・津田左右吉・山内清男の方法-J

『松前藩と松前j 6 松前町 10

「城柵・舘跡」

『考古学ジャーナ/レj100 

「払田中Rfr跡J

f第 2・3次発掘調査現地説明会資料J

「出羽の古代交通路研究の回顧と展望」

f岩手大学教育学部研究年報j34 

「東北北部における須恵器の生産」

『北奥の古代文化』平山久夫編

f手形山窯跡J

『城輪tllfr跡第11・12次発掘調査概要j

N.S.社 10.

払田柵跡調査事務所 11. 

岩手大学 12. 

学生社 1.30 

秋田県教育委員会 2 .28 

酒田市教育委員会 2 . 

「陶片より見たる秋田中世史(上)一考古学と経済史の接点-J

『出羽路j54 秋田県文化財保護協議会 2. 

「山形の古代内陸駅路によせてJr羽陽文化j101 山形県文化財保護協会 3 .15 

「秋田城跡出土土器(1 )一土師器杯について-J

n火田考古学j32 秋田考古学協会 3. 

f払田村IIr跡 昭和49年度発掘調査概要j払田村Ifr跡調査事務所年報1974

秋田県教育委員会 3. 

f秋田城跡 昭和49年度発掘調査概要j 秋田市教育委員会 3. 

「城土手遺跡緊急発掘調査報告書・海老沢窯跡緊急発掘調査報告書J

『秋文調報j32 秋田県教育委員会 3. 

4 能代営擬定地 能代市教育委員会 3. 

「蝦夷論の課題と展望Jr北奥古代文化j 7 北奥古代文化研究会 4 .20 
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新野誼吉 2 • 3の謎j

fフィルド e ワークテキスト j 秋田県教育関係職員互助会 5.1 

五城呂町教 第 1 3回合報 五城目町教育委員会 5 .10 

小野正人 「陶片より見たる秋田中世史(中)一考古学の経済史の接点-J

f出羽路j55 秋田県文化財保護協会 5. 

「秋田の古城村IIlJr教育秋田J 秋田県教育委員会 6. 

小野正人 より見たる秋田中世史(下)一考古学と経済史の接点-J

f出羽路j55 秋田県文化財保護協会 7. 

と蝦夷一若い世代と語る日本の歴史 評論社 7. 

と古代日本j 東北歴史資料館 10. 1 

佐々木博康 f東北古代城村Ir関係史料雑考」

f岩手大学教育学部研究年報j35 岩手大学 10. 

山田安彦 「政治区酒の歴史地理一古代東北における城柵と郡界に関する問題j

『歴史地理学紀要j17 歴史地理学会

柿崎隆興 『雲雀野通い五十年j {冨 人

1976年 昭和51年

山中敏史 f古代郡街遺跡の再検討一郡街の成立期を中心として-J

f日本史研究j161 日本史研究会 1 .20 

庄奇 浩 「奥六郡と清原氏についてJr古代文化j28-1 古代学協会 1 .20 

平川 南 -出羽官街財政について…いわゆる「蝦夷jとの関連を中心とし

て-J r歴史j48 東北史学会 1. 

小野 忍 「城輪相Ir跡外郭線の調査Jr羽陽文化j103 山形県文化財保護協会 2. 

払田村IIT(事) 「払田十Iffr跡j

『第 2匝古代東北城i'lHr官街遺跡検討会資料j古代東北城村!II}官街遺跡検討会 3 .13・14

払田柵(事) f払田柵跡 昭和50年度発掘調査概要j払田柵跡調査事務所年報1975

秋田県教育委員会 3 .31 

づ¥里子 忍、 f史跡城輪柵跡 昭和50年度発掘調査概要J 酒田市教育委員会 3. 

秋田県教育 「成沢遺跡発掘調査報告書Jr秋文調報j36 秋田県教育委員会 3 

委員会

桑原滋郎 「東北地方における城柵の外郭線の構造J

f研究紀要j立i 宮城県多賀城跡調査研究所 3 

杉淵馨ほか 『郷土館窯跡j 横手市教育委員会 3. 

平}II 南 「古代の ついてJ

f関和久遺跡IV 福島県文化財調査報告書j44 福島県教育委員会 3. 

秋田城(事) f秋田城跡 昭和50年度秋田城跡発掘調査概報J 秋田市教育委員会 3. 

山田安彦 f古代東北のフロンティアj 4 .30 

奈良修介 小宮山出版 6 .30 

平川 南 f払田村111.胆沢城跡・落合遺跡出土の木簡」

1田木簡研究集会記録j 木簡学会 7. 

払田柵(事) 「払田柵跡Jr第 9次発掘調査現地説明会資料j 払田柵跡調査事務所 8 .28 
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日野 久

富 樫 泰 時

市浦村史

小松正夫

ネ申 英雄

岡田茂弘

佐々

栗林新一郎

佐々木博康

新野直吉

加藤 孝

相馬 立よ1たL 

1977年 昭和52年

払田柵(事)

新野 直 吉

工藤雅樹

平I11 南

払田柵(事)

小野 忍

佐藤宗諒

鍋倉勝夫ほか

秋田城(事)

平日| 南

弥永貞三

小里子 忍

小 松 正 夫

桑原 滋 郎

桑 原 滋 郎

払田柵跡関係文献百録

33 秋田考古学協会 8 

秋田考古学協会 8. 

(中) 市浦村 9.25 

「秋田城跡出土瓦についてJr東北考古学の諸問題j 東出版寧楽社 9 

「条里制施行地域の北限をめぐって一建郡時期からの一考察-J

『閤史学研究Jl 2 竜谷大学園史部会 9. 

「多賀城Jr歴史公論Jl10 雄山間 10.1 

「東北の城柵Jr歴史公論Jl10 雄山閤 10.1 

{固 人 11.10

「東北古代城柵関係資料雑考(2 ) J 

f岩手大学教育学部研究年報Jl36 岩手大学 11. 

「古代東北の戦史 中央軍対現地勢の一千年j

『歴史残花(長谷川才次編)Jl 善本社 12.5 

「寄・湾台考 古代東北の城柵跡の考古学的研究 」

f東北学院大学論集歴史学@地理学Jl 7 東北学院大学 12 

「秋田県払田村Ilr周辺の条里制遺跡、」

f昭和51年度国史学会大会研究発表要旨j 国史学会

「払田柵跡」

『第 3回古代東北城柵官街遺跡検討会資料j古代東北城柵官街遺跡、検討会 2.5・6

「払田柵の近世史料一元禄年間に記録があったj

作火田魁新報J

「城柵牡と舘牡J 遺跡編

「出羽圏府論Jr研究紀要JlIV 

秋田魁新報社 2 .23 

柏書房

宮城県多賀城跡調査研究所

3 .15 

3 .，31 

f払田柵跡、 第 9• 10次発掘調査概要j払田柵跡調査事務所年報1976

秋田県教育委員会 3 .31 

f史跡城輪柵跡 昭和51年度発掘調査概要j 酒田市教育委員会 3. 

「蝦夷の反乱と律令国家一「元慶の乱Jを中心として-J

f平安前期政治史序説j

f里子形遺跡j

第 8次発掘調査概報J

『秋田城跡 昭和51年度秋田城跡発掘調査概報j

「東北古代史関係文献目録その 1(1945""'-'76) J 

東大出版会 3. 

秋田考古学協会 3 

羽後町教育委員会 3 

秋田市教育委員会 3. 

宮城県多費城跡調査研究所 3. 

「和名類緊抄Jの

f歴史地理Jl93-1 

「城輪十!Hf遺跡、 第13""'-'15次調査Jr日
「秋田県の土師器についてj

f多賀城跡と東北城1'llIfの発掘J

「東北の城柵Jr城j

2 

5 5 

ついて」

日本歴史地理学会 3. 

28 日 4 

鈴木克彦 4. 

名著出版 5 . 1 

社会思想社 6 .15 
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払出t!lll(事)

桑原 滋 部

林 陸朗

小野 忍

1978年 昭和53年

300 

加藤孝ほか

平川 南

吉

哉
直

俊

野

尾

新

虎

山形尚一

払田村lfr(事)

平I11 南

平川 南

伊藤種秋ほか

払旧村IIf(事)

小野 忍

小野 忍

平川 南

秋田県教育

委員会

佐藤

小野 忍

山形尚一

新野蔵吉

秋田城(事)

三上 礼 子

石郷岡誠一

泰時

払旧tlHf跡調査事務所 12.3 

小学館 12

教育社

「払田村llf跡J

げさ二!じの城村II)Jri宋訪日本の城 LI月報 5

歴史新書(日本史)

「城輪tl¥ll跡についてJr研究所だより J23 

山
一
ポ

2 

1 .20 6奥羽編

f古代の地方史j 6奥羽編

f古代の地方史j 6奥羽編

朝倉書j吉 1 .20 

1 .20 

f古代の地方史j 6奥羽編

「払田中IlIf跡j

f第 4自古代東北城村IIf官街遺跡検討会資料J

I ( 3)幻の由理村llfを求めて一由理拐向通ら出郷郡へ-J

f里子j 4 

「山本郡街説が有力」考古学ニュース

f考古学ジャーナ/レJ145 N.S.社 2. 

「古代城柵に関する試論-I古代田家と辺境Jへのアプローチ」

f原始古代社会研究jIV 朝倉書庖 2 

「払田村Ifr跡出土の新木簡についてJr日本歴史j357 吉川弘文館 2 

「葛法窯跡分布調査報告書Jr本荘市文調報j 2 本荘市教育委員会 3 .25 

f払田柵跡、 第11• 12次発掘調査概要J払田村IIf跡調査事務所年報1977

秋田県教育委員会 3 .31 

f城輪柵遺跡の性格論をめぐってJr研究所報j30 酒田市教育委員会 3. 

f史跡城輪tlHf跡 昭和52年度発掘調査概要j 酒田市教育委員会 3. 

f古代東北城柿Ifの特質について一建郡との関連を中心として-J

1 .20 

1 .28 • 29 

世代社 2. 1 

3 

58 秋田県教育委員会 3 

「東北城tlHfをめぐる 2• 3の問題Jr日本史研究j]188 日本史研究会 4 .20 

『城輪tllfr遺跡(第16次)J 

日本考古学協会 4 

f里子j 5 世代社 4

f日本考古学年報j29 

I ( 4 )幻の由理 を求めて一古代の

『古代東北史の人々i

日本の交通路jII 

昨火田城跡

「秋田県の古墳遺跡についてJr秋田考古学j34・35

「秋田城跡出土土器(3 ) J r秋田考古学j]34' 35 

「藤井高公著 払田村III牡出土研究日誌(3 ) J 

古川弘文館 6 .10 

大明堂 6.21 

8.1 

8.1 

秋田考古学協会 8.1 

8. 34 • 35 



1979年

進 藤 秋 輝

山形肖一

工藤雅樹

高山憲司

山田

船木義勝

小里子忍、ほか

河北新報社

平川 南

阿部義平

岡田茂弘

昭和54年

払田柵(事)

奈文研埋文

センター

工藤 雅 樹

平川 南

払田柵(事)

新 野 直 吉

古川雅清

IJ¥里子 忍

秋田城(事)

坂田 泉

関口 明

河北新報社

船木義勝

新 野 草 吉

山中敏史

払日柵跡関係文献目録

「東北城柵発掘調査の現況」

6回吉代史サマーセミナーの記録j

「幻の由理柵を求めて 吉四王神社と由理欄-J r野j 7 

「東北地方の淘硯Jr臼本の陶硯j

8 

世代社 8.

五島美術館 9. 

秋田大学史学会 9 「払田柵跡@最近の発掘調査成果Jr秋大史学j25 

f払回の柵を廻る }IIと

「払田柵跡一最近の成果と課題j研究発表要旨

「城輪柵遺跡、の内郭と性格について」

個人 10.3

東北史学会 10.8 

『ものがたり古代東北j

と

東北出版企画 11. 3 

河北新報社 11.25 

東北歴史資料館

11. 

ベIHUr地方文化の日本史j 2古代文化と地方 文一総合出版 12. 

「吉代出羽田の発掘調査一堂の前遺跡、とその周辺-J

f日本歴史j363 吉}II弘文館

「東北日本における古代城柵の外郭施設Jr自然と文化(神罵明正先生退

官記念論文集)j 神尾明正先生退官記念事業実行委員会

「払田柵跡」

『第 5回古代東北城柵宮街遺跡検討会資料j古代東北城柵官街遺跡検討会 2 .3・4

「古代地方官街遺跡関係文献目録 I総論@東日本篇」

『埋蔵文化財ニュースj18 

『角館誌j 1考古@古代編

奈文研埋文センター 2 .28 

角館町 3.20 

「古代東北城柵再論Jr東北歴史資料館研究紀要j 5 東北歴史資料館 3 .30 

f払田柵跡、 第12次補足@第13~22次発掘調査概要j 払回柵跡調査事務所

年報1978 秋悶県教育委員会 3 .31 

「古代出本郡の成立一割}II神社と余白について-J

『大曲市郷土史資料j19 大曲市教育委員会 3 .31 

「東北土方古代城柵官街の外郭施設一所謂「櫓」跡について-J

『研究紀要jVI 宮城県多賀城跡調査研究所 3 .31 

「史跡城輪柵 昭和53年度発掘調査概要j 酒田市教育委員会 3. 

『秋田城跡 昭和53年度秋田城跡発掘調査概報j 秋田市教育委員会 3. 

「古代東北地方の城村IIr棺互間にみられる位置の関係」

f東北学院大学東北文化研究紀要j10 東北学院大学 3. 

「古代東北における建郡と城柵-出羽国雄勝郡を中心に-J

『続日本紀研究j202 続日本紀研究会 4.1 

f自民夷・東北の源流j 河北新報社 4 .20 

「払田村世跡出土の木簡Jr考古学ジャーナ/レj160 

「吉代東北の城柵遺跡と東北の桃山文化j

N.S.社 4.30 

fフィルド・ワークテキスト j

「圏府@郡街跡調査の歴史Jr仏教芸術j124 

秋田県教育関係職員互助会 5.1 

毎呂新聞社 5 .25 
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5.iiJ ~;jj~ 2 

1980年

1981年

302 

桑原滋郎

工藤雅樹

佐藤禎宏

払田相Ir(事)

柴田次雄ほか

平川 南

小松正夫

佐藤

昭和55年

払旧制111(事)

船木義勝

(研)

払田制1[(事)

づ¥里子 忍、

秋田城(事)

船木義勝

船木義勝

高橋健治

船木義勝ほか

船木義勝

昭和56年

杉淵 馨

払田村IIr(事)

z京"""貝口/ヱズ¥ 

払田tlllr(事)

秋田県教育

委員会

秋田県教育

ラZ匹之とご主呂主主iヱヱL 

124 毎日新聞社 5 .25 

東洋哲学研究所 6 .30 

8 .31 

払田柵跡鵠査事務所 9.8 

9 .20 

ついて」 11.25 

秋田払田村IIr跡j

木簡学会 11.25 

「秋田@秋田城跡Jr木簡研究j創刊号 木簡学会 11.25 

と出羽国府j

5 山形県地域史研究協議会

「払回柵跡」

6回古代東北城柵官街遺跡検討会資料J古代東北城柵官街遺跡検討会 3.1・2

「払忠利IIr遺跡Jr角jll日本地名大辞典@秋田県j 角川書庖 3.8 

『多賀城跡政庁跡図録編J 宮城県教育委員会 3 .25 

f払田村m跡、 第23~30次発掘調査概要j 払国十IIlr跡調査事務所年報1979

f史跡城輪開Ir跡 昭和54年度発掘調査略報j

f秋田城跡、 昭和54年度秋田城跡発掘調査概報J

92 

「払田十IHfJr日本城郭大系j 2 

「安隆寺」考 1J r北方風土j 1 

『城神巡り遺跡第 3次発掘調査概要J

自で見るその生涯-j

11979年出土の木簡秋田 e払田柵跡Jr木簡研究j 2 

ついてJ

「払田柵跡j

7 

『志波城跡 1

『払田制¥r跡

「藤木遺跡発掘調査報告書Jr秋文調報J1 81 

「内村遺跡発掘調杏報告書 IIr秋文調報j82 

秋田県教育委員会 3 .31 

酒田市教育委員会 3 

秋田市教育委員会 3 

古代学研究会 5 .20 

新人物往来社 7 .15 

秋田文化出版社 7 .30 

羽後町教育委員会 9 .30 

後藤宙外翁顕彰会 10.31 

木簡学会 11.25 

みしま書房 2 .15 

2.28 • 3.1 

3 .31 

3 .31 

3 .31 

3 .31 



秋田城(事)

小野 忍

船 木 義 勝

新野直吉

船 木 義 勝

船木義勝

船 木 義 勝

高橋健治

船木義 勝

冨樫公一郎

船木義勝

払田柵跡関係文献目録

『秋田城跡 昭和55年度秋田城跡発掘調査概報』 秋田市教育委員会 3. 

f史跡、域輪柵跡 昭和55年度発掘調査略報J 沼田市教育委員会 3. 

「遠い祖先からの語りかけ 払田村1&遺跡第 1回後藤宙外と藤井東-J

f広報せんぼく』 仙北町総務課 4 .15 

「古代史上の秋田Jr魁新書.] 1 秋田魁新報社 4 .20 

「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡 第 2回東北地方の古代城柵J

f広報せんぽく.] 1山北町総務課 5 .20 

「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡、 第 3回政庁」

『広報せんぼく j イ山北町総務課 6 .20 

「遠い祖先からの語りかけ」払田柵遺跡 第 4国内郭と外郭その 1J 

『広報せんぽく』 仙北町総務課 7 .25 

f古代「安隆寺j考 2J r北方風土.] 3 秋田文化出版社 7 .30 

「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡第 4囲内郭と外郭その 2J

f広報せんぼく j 仙北町総務課 8 .25 

「古田王の宮の石据えJr虎落笛.]19 グループ青人草 9 .20 

「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡第 5回木簡」

『広報せんぽく』 イ山北町総務課 9 .25 

船木義勝 「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡第 6回埋蔵文化財センターその

1 J r広報せんぽく.] 1山北町総務課 10.25 

船木 義勝 「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡第 6回埋蔵文化財センターその

2 J r広報せんぽく J 仙北町総務課 11.25 

船木義勝 「遠い祖先からの語りかけ 払田柵遺跡第 7回墨書土器」

『広報せんぼく J 仙北町総務課 12.25 

両部 義平 「古代田家の実像を求めて一古代遺跡の旅-J

『日本の博物館.] 4 講談社

1982年 昭和57年

秋田文化出版社 1 .30 

湯沢市昔を語る会 2 .10 

高橋 健 治 「古代「安隆寺j考 3J r北方風土.] 4 

佐々木千代治 『横手盆地の古代史研究J

払田判官(事) i払田柑Ir跡J

『第 8囲古代東北域柵官街遺跡検討会資料j古代東北城柵官街遺跡検討会 2 .20・21

多賀城(研) r多賀城跡 政庁跡本文編j 宮城県教育委員会 3 .25 

柏倉亮吉ほか『山形県史.] 1原始・古代・中世編 山形県 3.25 

払田柵(事) r払間柵跡 第38"-'45次発掘調査概要j払巴柵跡調査事務所年報1981

小野 忍

秋田城(事)

新野産吉

阿部

高橋

払田キIHfC事)

秋田県教育委員会 3 .31 

酒田市教育委員会 3 .31 

秋田市教育委員会 3 

秋田魁新報社 4 .10 

出一小

『史跡城輪柵跡 昭和56年度発掘調査概報.] 1・2

『秋田城跡 昭和56年度秋田城跡発掘調査概要j

『秋田の歴史』

「古代の城柵跡についてJ

『国立歴史民俗博物館研究報告.] 1 

ii払田柵j出土木簡について」

『アルテス・リベラレス.]30 (岩手大学人文社会科学部記要) 岩手大学 7. 

「払田柵跡Jr第47次発掘調査現地説明会資料j 払田柵跡調査事務所 8 .28 

国立歴史民俗博物館 6 .30 
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別編 2

佐々木千代治 「雄勝城をめぐる古代史Jr北方風土j 5 

1983年 昭和58年

払回柵(事)

小野 忍

払田柵(事)

秋田城(事)

払田柵}(事)

山崎文幸

進藤秋輝

秋田文化出版社 10.10 

「払田判官跡J

f第 9回古代東北城柵宮街遺跡検討会資料j古代東北城柵官街遺跡検討会 2 .26・27

f史跡城輪柵跡 昭和57年度発掘調査概報j 1 ~ 4 酒田市教育委員会 3 .31 

f払回柵跡 第46~52次発掘調査概要j 払田村~t跡調査事務所年報1982

秋田県教育委員会 3 .31 

f秋田城跡 昭和57年度秋田城跡発掘調査概報j 秋田市教育委員会 3. 

「古代出羽の軍制Jr角田文衛博士古稀記念古代学叢論j 4 . 9 

「払田柵跡Jr第53次発掘調査現地説明会資料J 払田柵跡調査事務所 7 .30 

山
(
一
一
小

「払田柵遺跡Jr仙北風土記j(上)

「東国の守り Jr日本歴史考古学を学ぶj(上)

船木義勝 11982年出土の木簡秋田。払田柵跡Jr木簡研究j 5 

木崎和慶ほか 「東北の古代史Jr北方風土j 7 

新野直吉

1984年 昭和59年

304 

払田柵(事)

桑原滋郎

秋田城(事)

大野憲司

小野 忍

払田村lfr(事)

渡辺育子ほか

山崎文幸

新野富吉

阿部義平

三舟隆之

平)11 南

船木義勝

小松正夫

之

規

男

之

能

秀

昭

和

音

井

内

野

瀧

荒

庄

矢

f東日流外三郡誌についての暫定的私見J

f国書逸文研究j12 

秋田文化出版社 10.15 

有斐閣 10.30

木簡学会 11.25 

秋田文化出版社 11.30 

国書逸文研究会 12.20 

f払田柵跡Jr第10回古代東北城柵官需遺跡検討会資料j

古代東北城柵官街遺跡検討会 1 .28・29

「多賀城跡、Jr日本の美術j213 

n火田城跡 昭和58年度秋田城跡発掘調査概報J

至文堂 2.15 

秋田市教育委員会 3 .31 

『四十二館跡発掘調査報告書j 大曲市教育委員会 3 .31 

『史跡城輪柵跡 昭和58年度発掘調査概報j 酒田市教育委員会 3 .31 

1払田柵跡 第49-2 -----， 3 • 53 • 54次発掘調査概要j払回柵跡調査事務所

年報1983

「律令制の展開と秋田Jr新秋田風土記』

「通称、ホイド清水の語源について」

「秋田県の富代城柵Jr暦史手中占j12-5 

と多賀城Jr歴史手帖j12-5 

「吉代の域柵像と秋田 r歴史手帖j12-5 

「古代城柵と附属寺院Jr歴史手帖j12-5 

「木簡から見た域相ItJr歴史手帖j12-5 

「払田柵跡-調査10年間の概要-J r歴史手帖j12-5 

「秋田城-遺構と遺物-J r歴史手帖j12-5 

「秋田城の成立と展開一文献史料を中心として-J

10 

12-5 

由来についてJr歴史手帖j12-5 

「古代出羽域柵研究史」

「西ヶ沢窯跡・中山窯跡J

「払田tlllUrVoice (ボイス)j81 

秋田県教育委員会 3 .31 

創土社 4.

仙北町史談会 4. 

名著出版 5. 

名著出版 5. 

名著出版 5. 

名著出版 5. 

名著出版 5 

名著出版 5. 

名著出版 5. 

名著出版 5 

名著出版 5. 

名著出版 5. 

平鹿町 9.1

PHP研究所 9.1 



新 野 直 吉

山中敏史

主主「七渥ミ
戸在勺向

1985年 昭和60年

払回柵(事)

払田柵(事)

山崎文幸

払田柵跡関係文献昌録

出一小

「古代f字国論Jr日本歴史Jl438 

「国街@郡街の構造と変遷Jr講座日本歴史Jl 2 

「再び「払田村IfrJ出土木簡について」

吉川弘文館 11. 1 

東京大学出版会 11.25 

『マルテス・リベラレスJl35 岩手大学人文社会科学部紀要 11. 

「払田柵跡」

f第11自古代東北城柵官街遺跡、検討会資料』古代東北城柵官街遺跡検討会 2 .10 • 11 

『払田柵跡 第55'"'--'59次発掘調査概報J払田柵跡調査事務所年報1984

秋田県教育委員会 3 .31 

{山北町史談会 3. 「払回柵跡出土の文字資料Jr宇母連木J

305 
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